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サモト遺跡での二度目の実習発掘である。甲元助教授の指示のもとに、

西谷大が全般の指揮をとり、明瀬慎吾がこれを援けた。

二度目であるためか研究会や諸準備にも遺漏がなく、現地での調査活

動の訓練も比較的順調であった。昨年度は「自分で判断を下せないこと」

「仕事のスピードの甚し〈低いこと」などのために期待の実習量にとど

かぬまま埋め戻したが、その際「講義の聞きっぱなし」の弊を改めるよ

う指示しておいた。各自機会を得て調査の実地につくことができたので

あろう。

今年度の混乱は研究室における諸作業の段階で、特に作文能力にから

んで頻発した。考古学の報告書に必要なのは、ムードを表現する能力で

はなく、事実を客観的にしかも順を追って記述する能力である。定評の

ある報文を熟読し、心してその力を酒養されたい。なお、墨入れ図と刷

り上り図の印象の変化について、今年度の実習生は特によい経験をした

ように見受けられる。観察結果の発表は刷り上り図で完成することを忘

れないよう。

ところで、住用村の方々から昨年に倍する御援助をいただいた。その

御厚情は勿論、半日の作業を繰りあげて泳いだ海の美しさも忘れ難い。

「新婚旅行に来たいな」 と誰かがつぶやいていたが、是非実行してほし

いものだ。

1985年3月15日

白木原和美



例 二
口

●本書は1984年7月9日より7月19日にかけて行った鹿児島県大島郡住用村所在

のサモト逝跡発掘調査の報告書である。

●本書の編集は主として西谷大、明瀬慎吾が行い、執筆者は各文末に示した。

●石材の鑑定は熊本大学教養部地学高橘俊正教授に御指導をお願いした。

調査参加者

白木原和美甲元真之

西谷大明瀬慎吾（大学院l年次生）

田中由美徳永貞紹永淵昭子西島良美野尾晴一朗村上恭通

村田京子高田浩善（3年次生）

岡美詠子木島慎吾斉藤康子小山智宣坂井義哉藤崎周太郎

広松秀子松本玲子保永朋史（2年次生）

以上の他、研究室における整理・調査には馬原和広も参画した。
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